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湖畔の地下800～ユ､000mの鮮断層中に50℃前後の趨深

留場猛案苗繊蘭英吉*措笈千嵐明明朝

岡部賢二串矢島淳吉

一蜜えかき

現在北海道には数多くの金属鉱山が稼動している｡

そこでは闇夜新鉱床探査の方針が検討巷れ地質構造調

査物理探査試錐調査探鉱坑道の闘さくが進められ

つつある自一方鉱床の成園は専門家の聞でとりあげら

れ鉱石研究織砦の変質研究鉱液進化研究租どの諸

テｰマとして地球化学的に体系づげられようとしている.

鉱似の開発添進むζ登に変りて鉱床の成因秘判明宗る揚

含もあれば鉱床の成顕淡明らが1詰れ葛慧淑磁りて

探査⑳基礎資料秘史られる揚含もあり鉱廉研窮⑳揚隠

潟いては基礎研究ぷ開発調査鎧は蕪⑬爾輸⑬畿夢な関係

熔ある紬峡よう皿鉱山地質学あ鍬臓鉱廉学の分野

では以上のよ列醐りの繭淋つね熔か婆碓禽りてい葛の

でζこではこの霧っ⑳爾は薄いで北海道はおはる研

究の壕状をおりおげるζお澄篶花.

潜頭鉱廉の探査終盤,歳がうつりゆ翁ある昨含の状況下

では繁宥らに些顯でも研究の経過壷反省じ将来ビジ

嚢ンを麗望すべ慧購熱靖独鴻聖恩完るし読巻各位

績抽かれても鉱床研究の将来諦蘭は関心齢る課題で勅る

う&思われるのでこの機会熔鳶珪3の課題を&りあげ

てみたいと忠勇古ご糠討桝耽湖泣海は幸いである苗

籔金属鉱床密築地域の広域調麓

拳業の推進機関として金属鉱物探鉱促進事業団がエ搬

停に発雇している.北海遣では蝸瞬記下川地域が

その翌年はは園高地域がそれぞれ対象地域としてとりあ

げられ多くの専門家がそれに参加してきている.

(†)下川底域調査

下川地域では1967年に地表調査物理探査が終了し

慧⑳地域の地質構造湾潮るか綻慈れ施､す滅)ち遂つ

の破砕瀞淋匿別凄れ花慧お績表顯溶室輝線砦体の分布

区域花鰯岩1斑繍瀞溶婆深成潜類の分布摩滅の楠亙の

位罎劣を効湖ら勤沈き松花｡慧漢がい閥魑登篶て獄

従来巣ぽ構耽樽違塗なる愁の&慈椛鷲沈圭輝線砦体は

爽は遜つの雁行する輝緑岩灘の簾含懇齢るζとそじて

個海⑳輝線猪体縁総板岩の無数⑳竜プ多をもっているこ

濠溶鋤瑚墜かおなり一般の輝線砦坐はその活動様式

め迂となるもので彫るうと誇免ら杓る款簑紀瓶顯花｡

錦三系終摩く広く潟おわれ仰煽下州北部地域芯は

地讃の徴候蜜随流驚探⑳緕果おが総合憲れて潜頭韮輝

緑岩体の分稀匿域鰯屍透ω晩嚢れるよう紀扱烈施､

慈てま輝線潜燃の策側終発達する鉱化勢断帯のと蔭克

方は俄然を杉て残され派閥題の工幻想ある｡主輝線砦

体の策側樽笈ぽぽ一憲⑳幅をも鶯で連続する岩脈輝線砦�
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硫鉄欽7千万1:低船位鉄鉱6千δ百万宣となった.

これらに関する詳細な資料は未利用鉄資源第1輯(1953)

かし祖がら探査はまだ不十分であり広域的調査の必要

に迫られていた.初年度の成果のうちでいちじるし

b索利踊鉄欝源鰯簸川織鰯際糟鰯麓

通商産業省鉱山局はわが国製鉄原料の自給度の肉上を

主たる目的としあわせて工業技術の進歩にとも放って

従来かえりみられなかったチタン原料としての砂鉄硫

酸原料としての磁硫鉄鉱調査をとりあげ1954年からの

第1次5ヵ年計画とした｡また1959年からは策2次3

ヵ年許画として養鉄鉱褐鉄鉱赤鉄鉱抵どの低品位鉄

鉱石をふくめて調査の対象とした｡これらを未利用鉄

資源調査とよんでいるが地質調査所全国各大学通

産局地方業界などの協力のもとぽ全国に分布する老

大な数の鉱床の実態が明らかに狂った｡調査件数は977

に及びその結果獲得した鉱量は砂鉄§億五千万t磁

はその国の経済力の尺度であるといわれているがわカミ

国の鉄鋼業ののびは最近急速であり1967年には粗鋼生

産量6,215万芝に達し世界の第3位に位置している.

かえりみてまことに時宜をえた措置であったといわねば

たらない.

下川底載調登で賜ら洲こ凄叔淀窪薄縁砦緯策縁紋発鐘す義鰯J二穣騨微

この破砕帯の東方は各種深成火成岩炉端勤の揚であ蔓幻}'フ彩け

他が著しい

○特殊地帯地下資源開発調査→特定鉱床開発促進調査

北海道には鉱床の賦存が予想され匁がら未開発の地域

が残されている白北海道開発庁はこの特殊地帯の資源

開発を目的として亙958年に目高地方積丹半島および知

床半島の地域を指定し組織的匁調査を計画〕958年か

ら一部試錐を併用した逐年計画⑭調査を開始した吉

その成果は蝸2牢に目高地域が1966年に積丹地域が

1967年に知床地域がそれぞれ総括された.この調査に

は北海道大学地質調査所道立地下欝源調査所札幌

通産周北海道開発局など在遣の関係調査研究機関が参

加し貫高地方のク籔ムマンガン水銀ユッケル

かんらん石石灰石石綿植どの諾鉱床積丹半島の金

銀銅鉛亜鉛マンガン硫化鉄璽晶宥祇どの諸

刊肱蛾綴養で贈帥炊慈れ淀空鱒緑猪然酒鮒こ発濠する粉状破弾帯

弟占板岩が毛幾械的に葦鍍砕さオ崎英からなる負亀の溜1〕も粉冷である�
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北海道開発庁はさらに新たな構想のもとに特定鉱床

開発調査を立案した｡この調査は北海道における未開

発既知鉱床のなかで鉱石の搬出選鉱製錬などでの

技術開発を再検討することによってあるいは有効利用

の繭を開摘することによって鉱業開発の可能性あるも

のを対象とするものでこの調査研究は!96碑は開始さ

れた｡おもなテｰマは釧網地域の山砂鉄鉱床国縫地

域のゼオライト鉱床上士幌地域の白土鉱床知床半島

の褐鉄鉱鉱床福島地域の重晶石鉱床浦河地域の石灰

石鉱床噴火湾の海底砂鉄鉱床および松前地域の㌢ンガ

ン鉱床である.調査の結果浦河の看灰石鉱床はエ967

年にその1部が企業化されたし噴火湾海底砂鉄は予想

以上の鉱量を獲得することができて今､

や枯渇寸節にある北海道の砂鉄業界に

採鉱上の問題はあるにせよ福音をった

えるものである与

北海道開発庁は本計爾を将来さらに発

腰させるべく道内金属鉱床密薬地域に対

して試錐物探を併用する&ころの地質構

造調査をふくめて今後の!0力年計画を

立案中である.

3基礎研究

潜頭鉱床延検討する段階に入っ㌧いる･嚢

葦

に裏打ちされた理論でおしてゆかなけれ蓑

ば扱ら狂いといって過書では低い,今!

北海艇闘幾序1ζよ義持穣地籍地下鞍瀬調麓特定鉱瞭闘羅促進欝纏穿)成果

のエ部と北海道金属薙金属鉱嫌総鷺の村畷

員基礎研究が聖視されるのはそのためである.基礎研

究が実践的でなくては扱らぬのもそのためである,

金属鉱床の成因研究の手段紀はいろいろあろう皿私

たちが娑繭とりあげているものに鉱石研究母岩の変

質および鉱液進化の問題がある｡これらの研究がどん

松方法でどんな段階を進んでいるのかそれをひとわ

たりのべることにしよう,

ライマン飲{麟慨銚繊弓柳二棚(戴糊一稚禰)液備泡有物�
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だわが團では多数の郭弓家がこの課題と取りくんで

おり最近畿での成果淡将来閉本産鉱宥鉱物の顕微鏡約

研究(仮懸)Jをして総描養れるζと紀匁っている､

一方鉱床働砦の変質の研究分野では変質鉱物そのも

のの研究の1蔑が変質作踊を一般変質や鉱化にとも溶登

脈際褒質校虻はわけて拷克る蕊塗淋行なわれる次事熔恋

禰て書でいる出窓ら隠脈際褒質紀ついては変質城の分

帯秘行校細れるよう紀瓶り鉱化作踊の進行記伴繊で具

現養抗る母砦の変質の累進的性質といり恕もの淡織篶陽

れる災夢紀抵って慈怒｡隻く腿焚質滅紀滋鰺わ杓る玩

素の挙動紀ついての地球化学的研究の進歩には繕ざまし

いものがある.

鉱化母液の実態がどのよう放ものであるかという問題

は鉱床研究者の常縫焚らぬ興味の中心となって多くの

追求が続け蛾豚慧符鴫苗1㌶拘らずその対象の

捉え難鋤泌宋怒帯分縫鯛確溶理輪が繁慧土げられて

いる墨は蕎患ないのめ糊状で海ろう｡恐れ護恋の多く

の議論をふり返繊てみ蕃&麟蘭的終も窒閲的にも広大

在鉱床形成⑳一連⑳現象を部分的紀掘楚一驚的な解釈

の下されてい花愁の淋多いふう紀蒐受はられる.われ

われが鉱床の成因を追求むていく､ビ鷲重要なことは個

々の鉱床の詳細稼摺擾淡蝪鉱床盤成の全過程を統一的

に説明する普遍的溶理論を創り坐げていくことであり

そこにおいて中心的な役割を担う鉱液進化の問題は将

来にわたるわれわれの中心課題であることは肴を凄花枚

い.近年の鉱化溶液の研究の特徴は全ての鉱床を

鉱化溶液が生成変化消滅していく歴史的扱遇穫の産

物として捉えその鉱液進化の様子を物理化学的な

検討とも合わせて具体的系統的に追求していこうと

している点にある.

近年大劃こ蓄積されつつある鉱物中の液体気体包

有物の分析によればそこに見出される組成はアルカ

リ金属アルカリ土類金属などの塩化物弗化物炭酸

塩硫酸塩珪酸塩や気相としてCO婁H塞S賞α

服鋭鐵S1α遥服唾Feα3匁ど漢だ微量の金属

元素として賄M烈N三C鴛C篶跳加McW

駄A募L三臨SrVT三在とがあり特に高濃度

のCO｡の存在やまた特定の鉱物への特徴的校濃集

現象も見出されている,これらの資料や多くの化学

熱力学的匁実験検討から造鉱物質は複雑把錯化合物

として運搬され種冷の置換反応や温度圧力変化

pHの変化などを通じて鉱石として沈殿するものと考走

られる｡イオンの変化の過程にも種々の進化形態が予

想され叡熱水溶液の発生からこの最終的な沈殿に

翌る畿で特に化学的に活性祖Sの活動度の変化およ

び酸春分圧の変化は溶液の性質沈殿の様式を左寄す

葛蟹緊恋顕予として検討が加えられて為リ鉱看におけ

る鉱物共生あ跳岬酸素分圧匁とを考慮した多くの

実験か遠められ鉱床の生成機構を解明する箆要な手

淋がりあ松りつつある.

翻帖の研究は当然他の地質学鉱物学におけ

篤問題お同じよう枚性質の多くの困難な問題を抱えて

い鋤蔓前節に述べた鉱石研究鉱床母岩の変質の研

'究など漫有機的は結びつくことによってより普遍的

溶鉱床成国論の展開していくことが期待される.

(簸箸は北海遺支所非大阪山張殊)

電気肴一石英脈(テリｰ)瞭⑳積幾1ζ屍られる二寿賄淡ぴ郭鰍錐

包有物の共生�


